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【大生院の人口と世帯】 

(令和６年６月末日現在) 

人口  ３，６０３人 

(男)   １，７２９人 

(女)     １，８７４人 

世帯  １，７９２世帯 

 

 
 
 

 

３日(日) 校区文化祭      ９:００～１４:００ 

４日(月) 振替休日(休館日) 

６日(水) 老人クラブ定例会       ９：３０～ 

９日(土) 渦井せせらぎ食堂      １２：００～ 

１０日(日) 新居浜市長選挙投票日 ７：００～２０：００ 

１２日(火) 公民館運営審議会・学校運営協議会  １９：００～ 

１４日(木) 三世代交流（昔あそび）    ９：３０～ 

１８日(月) スポーツ健康教室(ボッチャ) １０：００～ 

１９日(火) 大生院小学校創立 150 周年記念式典   １０：００～ 

２０日(水) 民生児童委員協議会定例会  １９：３０～ 

２１日(木) 校区別人権教育市民講座 (大生院中学校) １９：００～ 

２３日(土) 勤労感謝の日(休館日)    

２５日(月) 連合自治会長会       １９：３０～ 

場 所 日にち 時 間 

大生院 

市営住宅公園 
8(金)・22(金) 9：20～10：00 

大生院小学校 8(金)・22(金) 10：20～11：00 

 

 

    
 

 

１１月のメルヘンクラブはお休みです。 

１１月３日(日)の文化祭には、活動の様子の写真や親子で

作った作品を展示します。皆さんで見に来てくださいね。 

子どもを取り巻く人権問題についての、現状や解消への

取組を紹介します。 
 

日 時：令和６年１１月２１日(木) 19:00～20:00 

場 所：大生院中学校 体育館 

講 座：講座名『子どもと人権について』 

    講 師 新居浜市人権教育課 人権啓発指導員 

          小笠原 忠彦 先生 

昨年度も大好評だった、パラリンピックの正式競技でもある

『ボッチャ』を一緒に楽しみませんか！ 

日 時：令和６年１１月１８日(月)１０：００～ 

場 所：大生院公民館 体育館 

申込み：11 月 15 日(金)までに公民館へ 

（当日参加も大歓迎です！） 

※体育館シューズ、飲み物を持参の上、 

運動のできる服装でご参加下さい。 

日 時：令和６年１１月３日(日) 9:00～１４:00 

場 所：大生院公民館  ※雨天決行 

（駐車場は大生院小学校をご利用ください。） 
 

子どもたちの作品や、公民館サークル・団体の作品展示など、日ごろの成果をご覧ください。 

各種バザーもあります。ご家族お揃いで、ぜひお越しください。 
 

※詳しくは、9 月末配布の文化祭プログラムをご覧ください。 

１１月１０日(日)は、新居浜市長選挙の投票日です。 

告示日     １１月 ３日(日) 

投票日及び時間 １１月１０日(日)午前７時～午後８時 

※「投票所入場券」は、各家庭に郵送します。 

投票日には入場券に記載された投票所をご確認のうえ

投票にお越しください。 

なお、入場券がなくても投票はできます。 
 

【期日前投票について】 

◆市役所１階ロビー 

期間 １１月４日(月･祝)～１１月９日(土) 

時間 午前８時３０分～午後８時 
 
◆イオンモール新居浜 

１階レストラン街「NIIHAMA CITY INFORMATION」 

期間 １１月８日(金)･９日(土) 

時間 午前１１時～午後７時 
 

問い合わせ先：選挙管理委員会事務局  

電話：６５－１３１１  
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「小学校１年生と高齢者による交通安全教室」 

９月２４日に秋の交通安全運動の活動 

として、小学校 1年生と高齢者による交 

通安全教室が実施されました。小学校正 

門前に集合して、駐在所のおまわりさん 

からお話を聞き、実際に 1年生と高齢者 

の人が手をつないで、公民館まで歩いて 

道路の歩き方や横断歩道の渡り方を確認 

しました。和やかな雰囲気の中、1年生 

と高齢者の人が共に交通安全の勉強をし 

ました。お手伝いいただいた交通安全協 

会そして老人会の皆さん、ありがとうございました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

「観月会で合唱披露」 

昨年度に引き続き、９月２８日の観月会で、小学校合唱クラ

ブのみんなが素敵な歌声を披 

露してくれました。人数は少 

し減りましたが、保護者や地 

域の人が見守る中、日頃の練 

習の成果を精一杯発揮してく 

れました。観客の皆さんからも温かい拍手が送られました。来

年もオープニングセレモニーとしてよろしくお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

「たのも団子づくり」 

１０月７日に大生院保育園年長児さんが公民館でたのも団

子を作りました。地域のボランティア５人がお手伝いしてくれ

ました。動物や人形を工夫しながら作 

りました。最後に子どもたちからお礼 

として歌の発表とメダルをプレゼント 

してくれました。みんなで楽しく団子 

作りができました。お手伝いしてくれ 

た皆さん、ありがとうございました。 

「お祭り集会」 

 １０月１６日中学校グラウンドで１５０周年記念行事

の一環としてお祭り集会が行われました。開会式の後、

ドローンによる集合写真を撮りました。その後４台の 

太鼓台を小学生と 

中学生が分かれて 

引っ張ったり、差 

し上げたりしまし 

た。各太鼓台の協 

力により、子ども 

たちには伝統文化 

を継承する気持ちや、故郷を愛する心が育っています。

ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。 

「高齢者交通事故防止のポイント」③ 
車を運転するとき  

① 交差点では、必ず止まって左右の安全を 

確かめましょう！ 

② 身体機能の低下を自覚しましょう！ 

③ 通り慣れた道でも（そういう道や自宅の近くこそ） 

油断せずに注意して運転しましょう！ 

④ 70 歳以上のドライバーの方は、車に高齢者マークを 

つけ、シートベルトを正しく着用しましょう！ 

⑤ 体調が悪いときや夜間・雨天時には運転を控えま 

しょう！ 

～～～サークル紹介【三友会】～～～ 

 民舞などの踊りを踊っています。先日は、校区の盆踊

りの指導もしました。踊りに興味のある方や体を動かし

たい方は大生院公民館（41-6604）までご連絡ください。 

一緒に元気に踊り、若返りましょう！！ 

２００４年９月２９日豪雨による土砂災害で大生院で

も４人の方が犠牲になりました。あれから早２０年の歳

月が流れました。被災した住宅跡地は更地になり、高速

道路の斜面も草木が生い茂っています。惨事の記憶も風

化しつつありますが、二度と同じ被害を繰り返さないた

めに、日頃から防災意識を高める活動を自治会や校区全

体で取り組んでいくことが大切です。自然災害はいつ発

生するかわかりま 

せん。自分の命は 

自分で守る自助を 

第一に、そして隣 

近所で助け合う共 

助を日頃から心が 

けましょう。 
 

＜現在の災害現場 

付近＞ 

 


